
新登録システム移行に
関する説明会

例） 東京 遠藤幸一

1.参加者
2. …
3.名前を変更する

都道府県名 氏名

10月2日17時～

ビデオoff参加可



短・中・長期目標
時期 目標

短期 現状の登録者に対する改革の円滑な導入
• 体操競技、新体操指導者資格の導入（eラーニング導入）
• パルクール審判資格の導入
• 新登録システムの円滑な導入（情報共有）業者・加盟団体

• 改革に伴う規程改定の確認・整理

中期 新規登録者の囲い込み
• 新規事業と登録者の関係整理
• 新規事業の企画・開催
• 新規資格の企画・設置
• 全国各地で開催されている事業の推薦・紹介
• 登録者（所属団体等）へのサービス検討・実施
• 登録者を活用した体操価値向上

長期 新たな体操環境の創出
• 開拓したステークホルダーを活用した「体操」による社会貢献

＋審判員認定講習会の設定
＋結果の登録

＋県大会・ブロック大会の
出場エントリー

＋新規イベントのエントリー

新登録システムの有効活用へ



【審判員の登録】
6月30日締切⇒支払った段階でその年度の有資格者となる

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1月 2月 3月

審判員資格は年度区切り

例① 認定講習会開催（体男2種）
登録料支払った段階で新年度内有資格者に

新年度登録開始

新規

例②
継続

（体男2種）登録料支払った段階で新年度内有資格者に

例③ 認定講習会開催（体男2種へ昇格）登録料支払った段階で新年度内有資格者に新規 （体男3種）
3種取得年度から1年以上経過していることが条件

登録料支払い不要で有資格

例③ 認定講習会開催（体女3種）登録料支払った段階で新年度内有資格者に新規 （体男2種） 登録料支払い不要で有資格

※このケースでは次年度からの申請にできない

※このケースでは次年度からの申請にできない



支払い方法の追加

ペーパーレス決済のみ
（コンビニ・ペイジー）

ペーパーレス決済
（コンビニ・ペイジー）

★クレジットカード決済
★コード決済(PayPay)

手数料を振込者負担にした場合の金
額シミュレーション

提案 従来

支払金
額

システム利用料
コンビニ,クレ
カ,PayPay コンビ

ニのみ個人支
払

チーム
支払

500 240 250 195
1,000 240 250 195 
1,500 240 250 195 
2,000 240 250 217 
2,500 240 250 217 
3,000 240 250 250 
3,500 240 250 250 
4,000 240 250 250 
4,500 240 250 250 
5,000 240 250 250 
5,500 240 250 250 
6,000 240 250 250 
6,500 266 250 250 
7,000 287 250 250 
7,500 307 250 250 
8,000 328 250 250 
8,500 348 250 250 
9,000 369 250 250 
9,500 389 250 250 

10,000 410 250 305 
10,500 430 294 305 
11,000 451 308 305 
11,500 471 322 305 
12,000 492 336 305 
12,500 512 350 305 
13,000 533 364 305 
13,500 553 378 305 
14,000 574 392 305 
14,500 594 406 305 
15,000 615 420 305 
30,000 1,230 840 360 

提案 従来

支払金額
システム利用料

コンビニ,クレカ,PayPay コンビニの
み個人支払 チーム支払

40,000 1,640 1,120 360 
50,000 2,050 1,400 580 
60,000 2,460 1,680 580 
70,000 2,870 1,960 580 
80,000 3,280 2,240 580 
90,000 3,690 2,520 580 

100,000 4,100 2,800 800 
110,000 4,510 3,080 800 
120,000 4,920 3,360 800 
130,000 5,330 3,640 800 
140,000 5,740 3,920 800 
150,000 6,150 4,200 800 
160,000 6,560 4,480 800 
170,000 6,970 4,760 800 
180,000 7,380 5,040 800 
190,000 7,790 5,320 800 
200,000 8,200 5,600 800 
300,000 12,300 8,400 800
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eラーニング

日本体操協会指導者資格制度

現状で都道府県協会・連盟の作業はありません。
（将来のため、県内の有資格者を把握）
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１. JGA指導員
1) 資格取得年齢 ： 16歳以上
2) 資格取得方法 : eラーニング（5時間）
3) 内容(概要) ： 救急法，コンプラ…
4)対象 ： （原則として）体操全種別共通
競技会出場を主目的としない幅広い「体操」に取り組む人を対象とした
指導を行う
※体操教室・部活動・地域スポーツ少年団・愛好家の指導
※資格取得は2025年度から推奨。義務化については検討中。

5) 特典 ：
有資格者対象の研修会参加，競技会を除く体操事業参加者の帯同

6) 有効期間 : 有資格となった年度を含め4カ年度
7) 受験料 : 2,000円
8) 資格登録料 : 10,000円（ 4カ年度分）
9) その他 : 無資格から取得可。有効期間を過ぎると失効。再受験対応。
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２. JGAコーチ （種別毎）
1) 資格取得年齢 ： 16歳以上
2) 資格取得方法 : eラーニング（10時間）うち5時間はJGA指導員と同じ
3) 内容(種別毎) ：体操競技，新体操の競技に特化した基礎知識
4) 対象
競技会出場を主目的とした「体操競技」「新体操」に取り組む選手を対象と
した指導を行う
U12・U15（全国中学）・インターハイ・全日本ジュニア・県内大会等
※資格取得義務化は2030年度全面導入目途。2025年度から推奨。

5) 特典 : 有資格者対象の研修会（東西ブロック指導者研修会等）への参加
6) 有効期間 : 有資格となった年度を含め4カ年度
7) 受験料 : 4,000円
8) 資格登録料 : 10,000円（ 4カ年度分）
9) その他 : 無資格から取得可。有効期間を過ぎると失効。再受験対応。

JGA指導員有資格者は，専門種別分（5時間）を受講合格で取得可。
※JSPO公認コーチ（コーチ３，４）有資格者は上位資格とする



新旧システム移行計画



現在のシステムは1月29日申請締切・承認・2月3日入金締切
審判員資格など未登録者に対して告知

2024年度の情報ダウンロードは
2月3～10日で完了してください

このデータを新システムに移行

新システムによる2025年度
登録は3月10日スタート

県の上乗せ料の設定、認定講習会の
開催設定などを実施
1月29日～3月10日

テスト環境による利用説明
12月18日～1月29日



有資格者

1人1IDに立場・権限を集約

団体から与えられた権限

1つのID（8 or 9から始まる9桁の数字）
(メールアドレスまたは任意の文字列)

○○県 審判員

選手

チームX 所属 選手

各団体から付
与された権限

本人の立場
(資格・所属)

チーム責任者

チームY 所属 選手

△△県 権限

△△県 講習会管理

■ 各個人は1つのID（メンバーID）を持ちます。

■ 1つのIDでログインして、チームメンバー、審判、
コーチなどの登録を行えます。

■ 各チームから権限を付与されれば、チーム責任者と
して操作を行えます。

■ 各団体から権限が付与されれば、立場を切り替え、
その権限の範囲内で操作を行えます。

各チームから
付与された権
限

チームX 責任者



■ 新システムでは1人1IDとなるため、メンバーID（8 or 9から始まる9桁の数字）に全情報を紐づける必要が
あります。

■ そのため、新システムログイン者にはメンバーIDが必要になります。

現システムから新システムへのID移行イメージ

(D)チーム責任者ID
(チーム管理画面へ
ログインするための
ID)

5から始まるID

現システム
（JGA-Web）

メンバーID（8 or 9から始まるID）
（すべての情報を集約）

(D)チーム責任者情報

(A)団体情報

(A)団体情報

(F）チームメンバー登録情報

(C)チーム情報

(B)団体責任者ID
(団体管理画面へ
ログインするためのID)

JGA/ブロック/都道府県/地区
：1or2or3or4から始まるID

(E)メンバーID
(チームメンバーで登録するためのID)

8 or 9から始まるID

(B)団体責任者情報

(C)チーム情報

(F)チームメンバー登録情報

(H)有資格者情報

新システム
（ JGA-Web ）

この3つのIDの保有者が同一
者であったしても、システム上、
別人として扱われている。



■ 各立場の定義は下記の通りです。

A) 団体責任者

► 現システムで1 or 2 or 3 or 4から始まるIDを保有している

► JGA、ブロック、都道府県協会、地区の責任者

B) チーム(所属団体)責任者

► 現システムで5から始まるIDを保有している

C) メンバー

► 現システムで8 or 9から始まるIDを保有している

【前提】現システムでの立場（IDの分類）



【今後の移行計画】
2024年10月1日～11月30日
管理者情報（管理者個人ID等）提出

設定管理者
チーム・構成員管理者
チーム・構成員アシスタント管理者
大会管理者
審判員管理者
審判員アシスタント管理者
審判員講習会管理者
団体役員管理者

（8 or 9から始まる9桁の数字）
管理者は必ずこのIDを提出

提出方法は後日提示

1月末から新システム
利用を可能にするため



管理者以外の方々（選手，選手以外）
2025年3月上旬の新システムリリース後に、新システムにログイン

◇現システムでメンバーID（ 8,9から始まるID）を保有している方
新システムの会員登録時にいくつかの情報を入力してもらうことで、

現システムのメンバー情報が引き継がれる。
（ログインの流れは後日説明）

◇現システムでメンバーIDを保有していない方
新システムでメンバーIDを取得

※情報引継ぎのため、安易に新システムで新規登録をしない
⇒未成年でも各個人が自身のIDを知っておくことが重要
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設定管理者

・システムの全機能を操作可能。
・この権限を保有している者だけが下記機能を使用可能。

・管理者設定機能（管理者の追加/権限変更/削除）
・銀行口座設定機能（各登録料、講習会受講料、大会受講料が振り込まれる銀
行口座の追加/変更/削除）
・料金設定機能（各登録料の追加/変更/削除）
・承認設定機能（各種申請を手動承認とするか自動承認とするかを設定）
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チーム・構成員管理者

・チーム/構成員/大会に関わる全操作が可能。
・チームと構成員の登録に関わる全操作が可能。（登録申請の承認など）
・大会の作成/変更/削除/閲覧が可能。
・管理者/銀行口座/料金設定/承認設定の情報の閲覧のみ可能。
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大会管理者

・大会に関わる全操作が可能。
・大会の作成/変更/削除/閲覧が可能。
・チームと構成員の基本情報の閲覧のみ可能。（CSV出力、メール送信は不可。）
・管理者/銀行口座/料金設定/承認設定の情報の閲覧のみ可能。
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審判員管理者

・審判員と審判員講習会に関わる全操作が可能。
・審判員の登録に関わる全操作が可能。（登録申請の承認など）
・審判員講習会の作成/変更/削除/閲覧が可能。
・チーム/構成員/指導者の基本情報の閲覧のみ可能。（CSV出力、メール送
信は不可。）
・管理者/銀行口座/料金設定/承認設定の情報の閲覧のみ可能。
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審判員講習会管理者

・審判員講習会に関わる全操作が可能。
・審判員講習会の作成/変更/削除/閲覧が可能。
・審判員関わる情報の閲覧、CSV出力、メール送信のみ可能。
※審判員の登録申請の承認は不可。
・チーム/構成員/指導者の基本情報の閲覧のみ可能。（CSV出力、メール送
信は不可。）
・管理者/銀行口座/料金設定/承認設定の情報の閲覧のみ可能。
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団体役員管理者

・団体役員に関わる全操作が可能。
・委員会と役職の作成/変更/削除/閲覧が可能。
・管理者/銀行口座/料金設定/承認設定の情報の閲覧のみ可能。
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●IDのみ取得者

①基本登録料 選手／選手以外
・・・本会事業参加

②審判員資格
③指導者資格
④（JSPO公認コーチ有資格者）



【新システム】
2024年１１～12月

説明会（後日案内）
・オンライン説明会＋オンデマンド
・マニュアル配布
（管理者用，チーム用，個人用）



登録改革に関する要望
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システムの移行については理解できますが、中・長期目標については説明が不足しているように思います。
会議の場にいる人しか内容が理解できない書き方です。特に、「開拓した新たなステータスホルダーを活用し
た体操による社会貢献」とは、どのような状態を指しているのか全く分かりません。

具体的に何を説明しているのか、教えてください。

「開拓した新たなステータスホルダーを活用した体操に
よる社会貢献」

競技者（体操競技・新体操＋トランポリン）

★競技と切り離したステークホルダーの獲得

これまで

★「日本の体操をよくする」から「体操で日本をよくする」へ



体操
いつでも どこでも 誰でも
自分のペースで体を動かす（操る）

体ほぐし 体づくり

動きづくり

仲間づくり（連帯感）

体操祭・発表会・
パフォーマンス

器械運動
表現運動

【五輪】体操競技，女子新体操，トランポリン
【非五輪】エアロビック，アクロ，

パルクール，(男子新体操)

GFA

（学校教育）

競技性

競技会

できなかったことができる
ようになる【挑戦】

ファン
保護者
他種目
行政

• 入場料割引
• 競技者を除いた大会
• 逆上がりチャレンジ
• 競技ルール検定
• 競技体操経験者の活用
• 他種目への還元（指導者派遣、イ

ベント共催）
• 行政や民間企業とのコラボ

担当者を配置しているが、
現在は短期目標成功を
最優先事項としている
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